
 

 

 

 

 

 

 

 

 卒業式で6年間の思い出として、必ず

語られるのが修学旅行です。どこの学校で

もそうです。それだけ子どもたちには大き

な行事なのでしょう。 

 出発前の結団式で、目標の中にあるマナ

ーについて話したいと思い、温泉のマナー

について調べました。以前勤めていた学校

で、家の風呂に入るように公衆浴場を使っ

ている子どもが話題になっていたことがあ

り、念のため伝えておこうと思いました。

インターネットで調べると、「髪の長い人

は、湯船に髪がつからないようにしばる」

「湯船からあがり脱衣所に行く前に、体の

水滴をタオルで拭く」など、基本的なこと

が書かれていました。マナーとは、自分以

外の人も気持ちよく過ごせるよう考えて行

動することだと気付いてもらえたら、と改

めて思いました。 

 学校では学べないことが、多くありまし

た。白い恋人パークでのことです。お菓子

作りの部屋に向かうため、狭い階段を集団

で上っていました。「前から人が降りてき

ているよ」という先生の一言で、慌てて端

に寄る子どもたち。学校では意外とこのよ

うな場面があまり起こりません。お互いが

スムーズに通れるように、スペースを作る

行動ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホテルでは、次のことがありました。食

事会場に向かうため、エレベーターを使い

ます。複数台が一斉に稼働しているので、

それほど待つ時間がかかりません。子ども

たちが待っていると、一台が止まりまし

た。中にはすでに何人か乗っています。す

ると、遠慮して子どもたちは乗れません。

「食事に遅れるよ」「乗っていきなさい」

と促す先生の声で、乗っていきました。先

客がいた場合、躊躇する気持ちも分かりま

す。遠慮や不安、居心地の悪さなどがある

のでしょう。このグループの後に、別のグ

ループが来ました。先ほどと同様に、既に

人が乗ったエレベーターが止まりました。

「失礼します」「（開閉ボタンを押していて

くれて）ありがとうございます」と、何の

抵抗も無く話しかけ乗っていきました。お

互いが気持ちよく過ごせる空間を作り出し

たことに、ただただ感心しました。これも

マナーの一つといえるでしょう。 

多くの体験を通して、それぞれの学びが

あったと思います。きっとこれからも似た

場面に遭遇したとき、どう行動すれば自分

も周りの人も気持ちよく過ごせるのか、考

え行動できると期待しています。「マナー

＝思いやり」です。日常でも、意識させて

いきたいことの一つです。 

修学旅行を振り返って 

校長 桑 原 久 美 

令和７年９月３０日 発行 

ＮＯ．６  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月の行事予定】 

１ 水 上教研南部地区研究大会 

３年チャレンジ・４年２組 登校日 

２ 木 後期始業式（朝会） 委員会 

３ 金 委員会 

６ 月 朝会（認証式） 学芸会特別時間割開始 

７ 火 ロング昼休み 

８ 水 お弁当の日 

13 月 スポーツの日 

14 火 学芸会特別委員会 

15 水 諸費振替日 

16 木 定時退勤日 

21 火 学芸会特別委員会 

22 水 学芸会児童公開日 

24 金

ｖ 

学芸会前日準備 

26 

 

日 学芸会保護者公開日 

27 月 振替休業 

28 火 読み聞かせ（２年） 児童総会 定時退勤日 

 

１０月１日（水）は上教研南部地区研究大会（教員

の研修会）があり、スクールカレンダーでは、臨時休

業日となっておりました。 

しかし、先に保護者の皆様にお伝えしたとおり、３

年チャレンジ、４年２組は授業公開を行います。その

ため、２つの学級は登校となりますのでよろしくお願

いします。 

日程は以下のとおりです。 

【３年チャレンジ・４年２組】 

９：０５ ～  ９：１５  登校 

９：１５ ～  ９：３０  朝の会・準備 

９：３０ ～ １０：１５  授業 

 １０：１５ ～ １０：２５  帰りの会 

 １０：２５～         下校 

 

９月８日（月）かみんにて、町民芸術劇場ミュージカル

『子象物語』が行われました。話は戦時下における動物園

を舞台にしたものでした。高学年は社会や国語の学習で学

んだことを思い出していました。 

また、普段あまり見ることのない生の演劇や音楽にふれ

ることができ、子どもたちは感激していたようです。上小

では、学芸会の練習も始まってきました。今回見た演技の

表情や身振りなどの表現を学芸会で生かしていくよう指導

していきます。 

 

９月２６日（金）日本ジオパーク全国大会に合わせて、小学生を対象にした「火山実験ワークショ

ップ」があり、上小からは５・６年生が参加しました。上小の子どもたちは、4年生では砂防ダム見

学、５年生では宿泊研修の中で十勝岳の自然を体感するなど、十勝岳ジオパークの学習を今までも行

ってきました。今回は、十勝岳だけにとどまらず、磐梯山や伊豆大島などを研究する大学の先生や学

生が8つのブースを作ってくださり、わかりやすい実験を行ってくれました。噴火を模した実験で

は、噴煙や噴石が広がる仕組みを観察したり、泥流がどんなときに発生し、どのように流れていくの

かを知ることができました。貴重な体験となりました。今回学んだことを理科や社会の学習と関連付

けて取り組んでまいります。 

町民芸術劇場 


